
 

 令和 6 年 3 月 29 日 

「生活者としての外国人」のための日本語学習サイト 

「つながるひろがる にほんごでのくらし」（通称：つなひろ） 

新たに「子育て・教育」分野の動画教材を追加しました。

 
 

 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化庁は、「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業の一環として、

外国人が生活場面に応じた日本語を学習できるＩＣＴを活用した教材を開発・提供しています。文

化審議会国語分科会において、「日本語教育の参照枠」が取りまとめられ、これに基づく「生活 Can 

do」が令和５年３月に公開されました。 

「生活 Can do」で示される生活分野の中に、「子育て・教育」分野が含まれることから、本サイトにも

これらをテーマとしたコンテンツを追加することとしました。 

保育施設を利用しよう 進路について相談しよう 

このようなコンテンツを追加しました 



 
                        

 

  我が国の在留外国人が平成２年末の約 108 万人から令和５年６月の約 322 万人となり、多くの

地方公共団体に外国人が在住する状況となっています。一方で、地方公共団体によっては日本語教育

人材がいない等の状況により、「生活者としての外国人」を対象とした日本語教室が未だ開設されていな

い市区町村（以下、空白地域）も多数存在しています。こうした地域に住む外国人の方々が日本語

学習の機会を得て、地域で十分に力を発揮できるよう、文化庁では、独学で生活に必要な日本語の

学習ができる ICT 教材、日本語学習サイト「つながるひろがる  にほんごでのくらし（通称：つなひ

ろ）」（以下：本サイト）を開発して提供しています。本サイトの利用者からは、外国人の在留年数の

長期化等を背景として、「子育て・教育」に関する学習コンテンツを求める声が挙がるようになり、また

在留外国人の子供の人数が年々増加しています。このような背景を踏まえて、保護者の方々が子育

てや教育に取り組む際の学習コンテンツを追加し、生活の実態に即した学習機会の提供に取り組みま

した。  

 

 

                     

○「子育て・教育」分野をテーマとした動画が加わります 

本サイトでは、日常生活に関する日本語学習教材としてコンテンツの追加を行ってきましたが、在留外

国人の多様化と学習ニーズの高まりに伴って「子育て・教育」分野の学習項目を追加したことにより、新

たに 10 テーマ 30 本の動画が加わります。 

 

追加コンテンツのテーマ・タイトル一覧 

出産の準備をしよう 出産について相談をしてみよう 育児に関するサービスを利用しよう 

子どもを病院に連れていこう 保育施設を利用しよう 子育てについて相談しよう 

入学に向けて準備しよう 学校生活について理解しよう 学校でのトラブルに対処しよう 

進路について相談しよう   

 

 また、サイトへの掲載においては、子育て・教育に関する段階を踏まえて、外国人の方々が違和感なく

これらの場面の日本語を学習できるよう配置を工夫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本サイトでは、外国人や日本語教師等が使用する日本語学習教材であることを鑑み、「子ども」と表記している。 

■「子どもを育てる」一覧ページ 

経緯・目的 

概要 

・出産前後、就学前、就学後など、

子育ての各時期を通じたラインナップ

で動画を揃えました。 

・デザイン上も時系列の連続性を表

現しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●内容 

 「つなひろ」は、日本語教育に対するニーズが高まっていることなどを踏まえ、空白地域に住む外国人等を対

象として、令和２年６月より公開されている日本語学習サイトです。アクセス数は令和４年度には約１４７

万回となり、在住外国人の独学や、日本語教師が授業を行う際の教材として、国籍を問わず多くの方々に活

用いただいています。（公開開始日 令和２年６月１日） 

「つなひろ」は、我が国で生活する外国人が円滑な生活を送るために、買い物や役所等の生活場面に特化

した日本語学習ができるように作られています。動画を中心とした構成となっており、実際の生活でどのような日

本語が使われるのか、動画を見ることを通じて学ぶことができ、同時に生活に関係する知識を得ることができま

す。また、レベルが４つに分けられ、学びたい場面や自分の日本語能力に合ったレベルを選択できるようになっ

ています。（レベルは日本語教育の参照枠に当てはめるとおおよそＡ１～Ｂ１レベルです。） 

 

●対象 「生活者としての外国人」対象の日本語教室がない市区町村に在住する外国人等  

 

●提供言語 中国語（簡体字）・中国語（繁体字）・英語・フィリピノ語・フランス語・インドネシア語・クメール

（カンボジア）語・韓国語・モンゴル語・ミャンマー語・ネパール語・ポルトガル語・ロシア語・スペイン語・タイ語 

■「見て学ぶ生活の場面」の選択ページ 

■生活場面の動画（育児に関するサービスを利用しよう） 

【参考】空白地域に向けた日本語学習サイト「つながるひろがる にほんごでのくらし」 



・ウクライナ語・ベトナム語・日本語 合計１８言語 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●サイトの特徴 

 

○Point1 短い動画で学べる 

・１動画３０秒～５分程度なので隙間時間でも学習可能です。 

・動画には日本語と外国語、ローマ字の字幕がついており、自分にあった字幕を選ぶことができます。 

○Point2 だれでも学べる 

・登録不要なので、パソコンやスマートフォンがあれば誰でもすぐに利用可能です。 

・コンテンツはレベル別に分かれおり、自分にあった学習レベルから学習を開始できます。 

○Point3 生活のシーンで使える 

・生活の場面を切り取った３９シーンの日常会話から学ぶため、学んだ日本語はすぐに役立ちます。 

・防災、ごみ捨て、あいさつ、買い物、電車、引っ越し…等。身近な日本語を動画で手軽に学べます。 

○Point4 文型・読み書き・日本語の特徴も学べる 

・生活に必要な書類の読み書きや、日本語のルールや文法を学ぶことができます。 

○Point5 色々な言語で学べる 

・１８言語に対応しているため、色々な言語で日本語を学ぶことができます。 

 

 

●利用者の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップページ上部で、日本語を含む１８言語の切り替えが可能！ 

※文化庁「『生活者としての外国人』のための日本語学習サイト つながるひろがるにほんごでのくらし 使い方ガイドブック 第３版」より抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●豊富な広報ツール 

・外国人や日本語の指導者が本サイトを活用しやすいように「使い方ガイドブック」や、広報ツールとしてパンフレッ

ト、ポスター、チラシ、サイトの紹介動画などがあります。 

参考 : 本サイトの広報ツール https://tsunagarujp.bunka.go.jp/about-lin  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本サイトは、文化庁の「生活者としての外国人」のための日本語教室空白地域解消推進事業の一環として、

TOPPAN 株式会社に委託して開発・運営するものです。 

 

 

 

媒体社からのお問い合わせ先： 

株式会社 JOINT ONE（担当：嶋田） 

東京都新宿区西新宿 7-17-7 廣田ビル 5 階 

Emai: shimada-t@jointone.net 

Tel: 03-4405-8182 

 

 

 

「はじめに覚えよう！日本語の便利なフレーズ」 

学習場面ページ 

 

「はじめに覚えよう！日本語の便利なフレーズ」 

学習場面の選択ページ 

問い合わせ先 

https://tsunagarujp.bunka.go.jp/about-lin


当サイトのコンテンツに関するお問い合わせ先： 

TOPPAN 株式会社 

ソーシャルイノベーションセンタープラットフォームビジネス本部（担当：仲山） 

東京都文京区水道 1-3-3 

Tel: 03-5840-1616 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和６年４月に、文化庁国語課が行ってきた日本語教育に関する業務が文部科学省総合教育政策局に移管さ

れることとなっています。そのため、令和６年４月１日以降の問合せ等には、同局日本語教育課が対応します（電話

及びメールアドレスは変更なし）。 

＜担当＞ 文化庁国語課地域日本語教育推進室 

        室長補佐      三浦 

専門官        村上 

専門職        北村 

       電話：０３－５２５３－４１１１ 

   （内線：４８４５、４８９５） 

       メール：chiikinihongo@mext.go.jp 

mailto:chiikinihongo@mext.go.jp

